
実施内容報告書：兵庫県立大学西はりま天文台 

 

課題名(交付番号) 

宇宙の入り口のための場所作り、人作り 

～天文台における天文普及のための場を整える～ 

（２５０１６） 

 

１）「クイズ Book」の作成 

天文台各所にはクイズ形式で、宇宙のさまざまの事項に対しての質問を掲示しています。

掲示だけではその場で終わってしまうことから、2012年緊急雇用創出推進事業の一環で家

に‘天文の種’を家に持ち帰ってもらおうと「クイズ Book」を作成しました。この「クイ

ズ Book」は小中学生向けに作成されていますが、大人も十分に楽しめるものとなっていま

す。中身の見直しも行い、新たに作成、展開して発信を開始しました。自然学校の教材と

しても使用されています。 
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２）ダジックアースを用いた最新の地球環境・宇宙環境の学習 

ダジックアースとは地球や惑星についての科学を楽しみながら学ぶためのツールで京

都大学大学院理学研究科地球惑星科学専攻が中心になって開発を進めています。最新情報

が常に更新され、球体に立体的に表示できることが最大の特徴です。平面でも表示はでき

るので、西はりま天文台では、天文台南館に 24インチ液晶モニターを設置し内容を展示し

ています。しかし、ダジックアースは立体で表示することで正しい形が表示されます。ま

た球体での展示は見た目にもインパクトがあり、目を惹くことは確実です。 

アクリルドームの導入を検討していましたが、ダジックアースプロジェクトチームのご

厚意で、ドーム型モニターをお譲りいただくことができました。この設置により、小中学

校の先生方へ無償配布する教授用資料「ダジック・アース活用ガイド（新興出版社啓林館

）」へ掲載されることとなり、利用促進など今後の展開を検討していきたいと思います。 



３）展示の刷新 

当天文台は公開天文台であると同時に兵庫県立大学の付属施設としての一面も持ち合

わせます。星を見るばかりでなく、どのような研究がなされているかを知っていただけれ

ば、「天文」の幅広さを知っていただけることでしょう。研究活動や観測方法、実績など

を展示することで、幼い世代には天文台のお仕事を知っていただき、中高生の学習意欲の

牽引の一助となるように、一般の方々には天文最前線に触れていただくといった風に「学

びの場としての天文台」を発信していきます。 

新たに作ったのは階段を使用した展示です。階段を使用した展示自体は科学館などでよ

く実施されているものです。研究会など参加の折々に色々と拝見させていただきましたが、

なるべく他で見なかったものをと、星座の大きさを比べるものとしました。少し、感覚を

置くことで、次はなんだろうというワクワク感を持ってもらえるようにしました。星座の

選択にあたりましては、馴染み深いもの、１２星座を中心に展開しました。これは、あた

ったようで、観望会の際に通る階段ですが、たいへん良い反応をいただいております。 
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４）天文普及活動に興味・関心がある方を対象にした学ぶ場、実践する場の提供の整備 

当天文台では 2007年より「星空案内人資格認定制度」に参加しています。「星空案内人

資格認定制度」とは「星や宇宙が好き」という気持ちを持つ誰もが星空案内人になれるよ

うに導く資格認定制度です。山形大学発の認定制度ですが、西はりま天文台は全国展開さ

れた初年度から参加しています。当方においては「はりま宇宙講座」と称し、事務局を当

天文台において展開しております。講座は４回の座学と３回の実技講習から構成されてい

ます。準案内人は規定の講座を受講することで認定されます。案内人はさらに実技試験に

合格する必要があります。兵庫県内の６つの施設・団体と協力し開催しており、今年度は

１３名の星空案内人と２６名の準案内人が誕生しました。 

しかしながら、「はりま宇宙講座」で使用する機器も古くなっており、現在の器具に比

べるとどうしても使いにくくなっています。とくに接眼レンズが顕著です。倍率が高い接

眼レンズ径は小さく、たいへん見難いものです。現在では広角レンズが主流となっていま

すので、こちらへ一新しました。操作もしやすくなりましたし、観望していただくにも見

やすくなりました。 




